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                          Syuji FUKUSHIMA 
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                         (Director  : Prof. Akira Harada) 
   Two clinical cases of soft kidney stone were reported. 
   Both histological nd histochemical studies were then conducted on the stones. The 
results were as follows. 
   In the first case, some lastic fibres stained by Weigert's technique were demonstrated 
without no other accompanied cells except for several acid fast bacilli in the stone. His-
tochemical nalysis revealed that the stone was mainly composed of polysaccharide, mucin 
and albumin. 
   In the stone of 2 nd case, there were some collagen fibres stained by van Gieson's 
technique and neither cells nor bacilli was demonstrated. Histochemically, it was com-
posed of polysaccharide, albumin and glycoprotein.
は し が き
尿路結石症は泌尿器科に於ては,し ばしば遭



























































































+=陽 性,士=弱 陽 性,一=陰 性.

























































福島:腎 孟 軟 結 石 の2例
9,の4個 で,燐 酸塩,彦 酸塩 よりなる混合結石であ
つた.
軟結石は全体が黒褐色を呈し,泥状であった.
組織学的 には,ヘ マトキシリソエオジン染色 では
(写真7),細胞成分,細 菌共に認められず,石 灰沈着












チ スチソ 結石 及びUrostealithを除い た軟
か い結石 をRiessが軟結石 と 名 付 け た が,
Pedrosoによれば,Marcetが1817年にCal-
culiofbacteria,Calculioffibrinの名で 報
告 した のが最初で あると云 う.以 来,交 献上に
記載 された ものをみ ると,Horstmannが71例
を集め,大 越等 も84例を集 め得 た と報告 してい
る.本 邦報告例 については,表2に 示 した通 り
で,こ れ を腎軟結石だ けにつ いてみ る と,16例
とな る.そ の男女比は5対11で,女 性 に多 い.
年 令では最年 少が19才で,20才代7例,30才 代
2例,40才代4例,50才 代1例 で,最 高令は 自
験例 の61才で ある.患 側 は2例 に記載 な く,左
腎4例,右 腎10例であ る.
症 状は,大 部分が 側腹部痛 乃至 腰痛 で あ っ
て,一 般の尿路 結石症 と同様 の症状 で始 ってい
る.こ の他,発 熱や結石 の自然排 出を見 た もの
もあ る.辻 等 の膀胱 結石を合併 した例で は,尿
閉を主徴候 としてお り,更 に,中 尾例及 び自験
第1例 は,単 腎 であ る為 に無尿 を来 た した.
軟結石症 の診断 は非 常に難 し く,殆 ん ど全例
が,尿 路結石症乃至結石性膿 腎症等 の診断で切
石術,腎 別出術を施行 し,始 めて軟 結石を発見
している.秋 山の例のみが,レ ン トゲ ン写 真で
軟結石 を疑 い,酵 素 剤の腎孟内注入 に よる保存
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的治療 を行 ってい る.自 験第1例 は逆行性腎孟
撮影 に よって 腎孟に 淡 い 欠損像が 見 られたの
で,レ ソ トゲソ陰性 の結石 の存在 を疑って手術
を施行 した ものであ り,第2例 は,結 石性膿腎
症 として,腎 別 出術 を施行 して初 めて軟結 石を
発 見 したもので ある.
軟結石 の発生頻度 にっ いて
Fedoroffは250例の尿路結石症 の中 で,軟 結
石 は2例 で あった と云 い,高 橋 は東大泌尿器科
の1928年か ら1938年に至 る11年間 の570例の尿
路結石症中,軟 結石 は2例 で あった と報告 して
い る.当 教室 では,1955年より1964年迄 の10年
間 の尿路結石症 の患者数 は1,170例であ るが,
軟結石 は,辻 の症例及 び 自験例計3例 であ る.
軟結石 の成 因につ いて
現在 の所全 く不 明であ る.小 野はSchmor1,
Neumann,Bornemann,Lauda等の説 を述 べ
てお り,秋 山は更 に詳細 に文献を整理 して,出
血説,炎 症起因説,膠 原説に分け て説 明 し,そ
の各 々の提唱者の名を掲げて検討 して いる.自
験第1例 は既 往に腎結核が あ り,水 腎症を呈 し
てい る腎孟 内にあった軟結石を分析 した結果,
その中心 部に抗 酸性桿 菌を認 めた所か ら,Sch-
mor1説の如 く,最 初細菌塊が生 じ,こ れに脱
落粘膜細胞 が加 わって 生 じたか,或 はLauda
説 の如 く,剥 離 した壊死 片や膿 等に細菌 が附着
し,こ れ を栄養 として増殖 し,軟 結 石を生 じた
可能性が考 え られ る.
細菌が認 められ なかった第2例 は,剥 離 した






邦報告例をみても,フ ィブ リン乃至ワイゲル ト
反応陽性 とだけ記載 されたものが多 く,その他




等も同様な 方法で 分析 した 結果を 報告 してい
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21本 多 ら196426 9腎 甜 結石1 摩 部繍
22鹸 例19662gl・ 〃 防 腎 右側灘 鵬 無尿
陣 然 排 出
1切 石
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11,1抗 酸 菌 ・1・ i多顯 ・粘液・蛋白
1 十 蛋白,多糖類,糖蛋白 燐 酸 塩蔭 酸 塩
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る.自 験例 では,第 ユ例 は外殻部 と内部 とに分
けて,ま た第2例 は全 体を,既 述 の如 き項 目に
つい て検討 した.
即 ち,第!例 では,外 殻部は ワイゲル ト染色
が陽性,PAS反 応,ム チカル ミソ染 色は 弱陽
性で あ り,内 部 はPAS反 応 が陽性,キ サ ン ト
プロテン反応,ム チカル ミン染 色が弱陽性で あ
った.従 っ て,外 殻部 に弾性線 維があ り,内 部
に蛋白が存在 し,全 体 に多糖類,粘 液が証 明さ
れたわけで ある.第2例 は,膠 原線 維が あ り,
蛋 白,多 糖類,糖 蛋白が存在 した.
細菌 結石につい て
細菌 結石は,Schmor1が慢性腎孟炎 で 死亡
した58才の女子 の腎孟 内に 「グ ラム陽性 菌」を
含む結石 を発見報告 した のに始 まる.次 いで,
JoresがSchmorlの症例に 類似 した1例 を紹
介 し,細 菌結 石な る名称 を用いた.以 来幾 多の
報告 があ るが,本 邦で は,小 野 が細菌 結石の名
で報告 してい る.
細菌 は大部 分が大腸菌,次 い で球菌 と報告 さ
れてい るが,本 邦例をみ る と,8例 に細菌 が認
め られ,そ の 内分 けは,グ ラム陽性球菌3例
で,他 は球菌,桿 菌,フ ル ソケル桿菌及 び菌型
不記載 の夫 々1例 と自験第1例 の抗 酸 性 桿 菌
(結核菌)で ある.
軟結石 の生 成には,細 菌 の関与が大 きな役割
をなす と思われ るので,軟 結石 の発見に際 して
は この方面 の検討 が必 要で ある.
結核菌 については,Pedrosoが1930年に40才
の腎結核 の患者 か ら捌 出した腎 内に70個の軟結
石 を見 出 し,こ れを分 析 した所,多 数 のグラム
陰性桿菌,少 数の グラム陽性球菌,グ ラム陽性
桿菌 と共 に,極 めて少数 の結核 菌を発見 した の
が最初 である.本 邦例 では,自 験例第1例 が本






3.自 験第 ユ例は,抗 酸性桿菌(結核菌)を中
心に,多糖類,粘 液,蛋 白等よりなるもので,
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図7ヘ マ トキ シ リソエ オ ジ ン染色(症 例2)
